





Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
井上円了研究
　　　　　　　　　　　6
「第二回総合討議」
井上円了の教育理念一その思想と行動一
L客員研究報告」
井一ヒ円了と真宗　・…’……………”……………’…・…田　村　晃
戦前の私立大学の変遷　明治二十年以降「大学令」に至るまで
　　　　………………・・…………………・…………丹野朝
終刊にあたって　…・…・…………・………・…・……・…高　木　宏
祐
　
栄
夫
井上円了研究
　　6
　　東洋大学
井上円了研究会
　　第三部会
終
刊
に
あ
・
右
三
ノ
ひ
＼
研
究
会
日
誌
・
・
あ
と
が
・
き
　
・
・
〔
客
員
研
究
報
告
L
井
ヒ
円
r
と
頁
宗
　
－
・
…
…
・
：
…
…
…
戦
前
の
私
立
大
学
の
変
遷
‘
明
治
、
一
ー
年
以
降
「
人
｛
．
†
令
」
に
至
る
ま
で
－
〔
第
二
回
総
合
討
議
一
井
L
円
了
の
教
育
埋
念
－
そ
の
恩
坦
レ
ニ
U
動
目
次
高
木
宏
－
尺
F，1田
野村
朝晃
栄祐
138　　　　 13了　　　　134　　　　　　　　　11．～　　　　～）6 つ
り
1
研
究
会
日
誌
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八
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八
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研
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会
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い
て
説
明
あ
と
が
き
　
一
二
月
三
一
日
を
も
っ
て
、
第
三
部
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
続
け
て
き
た
だ
け
に
、
こ
れ
で
終
刊
と
な
っ
て
も
実
感
が
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
第
六
号
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
田
村
晃
祐
、
丹
野
朝
栄
両
先
生
は
、
「
，
研
究
会
日
誌
一
に
あ
る
よ
う
に
、
定
例
研
究
会
て
ご
報
告
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だ
き
、
そ
の
テ
ー
プ
起
こ
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手
を
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と
し
て
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の
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の
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け
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部
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め
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だ
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ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
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と
思
い
ま
す
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総
合
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議
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座
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教
育
理
念
」
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を
掘
り
下
げ
る
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っ
て
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哲
学
と
社
会
科
学
と
の
方
法
論
の
違
い
も
あ
り
ま
し
た
し
、
明
治
時
代
の
事
実
関
係
の
中
に
位
置
付
け
る
た
め
の
討
論
内
容
の
整
理
や
整
序
を
し
て
、
充
実
を
は
か
る
と
い
っ
た
作
業
を
し
ま
し
た
。
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に
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